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らず認められる。生前の世間的な名声の点一つを考えてみても，二人は正反対である。   
劇作家ハンス・カルトネーカーに関する批評でムージルとケルは何を主張したのか。その場  
合の彼らの主張の背景あるいは根拠はどのようなものであったのか。以上2点に即して二人の  
批評を考察する。   
‡．ムージルのカルトネーカー批評   
その11922年3月30軋 カルトネーカー『犠牲』について   
カルトネーカーの劇作品について，ムージルは前後二度の機会に批評を発表している。最初  
のものは1922年3月30日付で，プラーガー・プレッセ紙に発表された。この日のムージルの  
批評「ウィーンの演劇」1はカルトネーカーの悲劇4幕『犠牲』の他 ヴェルヌイユの『ママ』  
とチョニコアの『赤い通り』を論じている。以下は，カルトネーカーの作品を論じた個所である。  
＊人間関係学科 教授  
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歌姫 さあ，いらして！  
プリンス 行くとも！君のもとへ。（手にはペルシャ風の短剣）  
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-- 27 -- 
長谷川 浮 基  
について知ろうと思う人間は，若きビュヒナ一について考えるがよい。ビュヒナーが死ん   
だときも24歳に達していなかった。ヘッセンのゴッデラウ出身の才能に要求するよりも，   
ウィーン出身の才能への要求が控えめであらねばならぬ理由はない。  
演劇（複数の場からなる神秘劇）『妹』，これがルネサンス・ビューネで初演されたわけ   
だが，話は若者の抑えた怒りの拳Faustの感情表現で始まる。すなわち，あるレズビア   
ンの少女が妹を愛する。やがてそれが結婚の妨害となり，家の面目を潰し，理解する者も   
なく憎まれ，さげすまれ，家を放り出される。これらの場面は大胆で美しく，そして透き通っ   
ている。この劇で初めて一長編小説では数ある先例の後塵を拝するわけだが－ある葛藤が   
措かれる。その葛藤は人生において多くの不幸に繋がって行く。そしてストーリーは当の   
人間に備わった資質に由来する。こうした人間が棲む別の世界にあっては，我らが道徳的   
な要請は情け容赦のない教師であることが分かる。これら導入のシーンは芝居全体の申で   
最も力強い。力強く圧倒するそれらの場面は残念ながら一つの経歴の導入を形成するにす   
ぎない。その経歴は徐々に個性を失っていく。耐える女性ルツは先ずは芝居の主人公にふ   
さわしく画家になる。その後，才能の無さに自ら幻滅して不品行でアブノーマルな社会に   
沈み，次には性に悩む人々のための看護婦としてそこから脱出するが，病気をうつされて，   
再び追放され，梅毒痛みの娼婦でありながら大いなる善意の持ち主として留置所で死ぬ。   
幾分か暴力的荒々しさを有するこの経歴は，文学作品におけるほどには頻繁に突入生で出   
会うことはない。これはグレートヒェンというお手本の現代版であり，厚化粧をした天の   
川のグレートヒェンである。この詩人の精神労働がまさにこの部分についての尽力である   
ことは私も理解しているが，ルツが深く下って行くに従って（そして上昇して行くに従っ   
て），作品はより抒情的に，より宣伝用ポスター風のものとなる。この作品は若者の拳骨   
Faustの表現技法で始まり，もっと喧嘩の強い男が番いたファウスト物語によって結末へ   
と導かれる。この若者が年老いたゲーテの引力圏であちらこちらと探し求める言葉と思想   
は，周りの世界が暗くなればなるほど，それだけ中心部分が白いまま残されることになる。  
この劇作品は入念で気品ある仕事ぶりにより，ウィーンでは通常お巨＝こかかれない均一   
性により演じられた。その結果，個々の場面は演技によってではなく，作品そのものに沿っ   
て際立つものとなった。ユーバーアツカー氏はホモセクシュアルのゴリアテであった。彼   
の腕の中では重量級の世界チャンピオンもほんのノト娘のように感じるにちがいない。ヘン   
ドリクス氏がホームドクターを演じた。精神のアブノーマルに対する彼の道徳的な理解力   
欠如は彼に裁判所付きの精神科医としての生涯を保障することになろう。そしてルツの父   
親役のトイプラー氏はまさに道徳的かつ政党政治好きの健康というものを見せてくれた。   
上演の，そして成功の中心はローラント夫人であった。むごい扱いを受けた人間の大い   
なる憤激と告発により彼女は痛ましさ以上に劇的悲惨さを表現した。というのも，いかな   
る俳優といえども役柄について言語素材の代わりに，音楽表現風の雰囲気指示を見出し得   
るだけの場合にはこれより′他にすべがないからある。しかしながら俳優が詩人から独立す   
る場合のすべての状況で，大いなる流儀で考え抜かれた両手の演技で，寄る辺ない愛の幻   
滅において，自身の気持ちを語ることを禁じられた人間の孤独な自制について，彼女は完   
成し，熟慮の末の表現力に富んだ演技を披露した。こうした演技はめったにお目にかかれ   
るものではない。  
カルトネーカーはこの芝居『妹』において，「幕Akt」の代わりに「部Abteilung」という  
－28－   





ぁんまなこ 8交響曲第2章」として「仰ぎ見よ，救いの御眼を。悔いを知る弱い者らよ」の二つの文が記  














声が聞こえる「愛した！」と。そして幕。   
この芝居の公演初日は検閲上演であった11。この芝屠を初日公演のあと，なお続いて上演し  
てもよいかどうかの判断を仰ぐ必要があった。結果は可，問題なしとの判断が出さ∃1た。こう  
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ー30－   
ローベルト・ムージルとアルフレート・ケル ハンス・カルトネーカー批評について  
Ⅳ．   
全編の始まりの個所だけが同性愛者の運命悲劇である。多数決……に刺せられた人間の  
悲劇。彼らは異種の人間なのか？彼らにとって他者が異なっているのか？   
このことについて我々ほど大騒ぎする民族は他にない。すなわち我らが国民的英雄ジー  
クフリートは何と言っても双子の兄妹の子供である（ヴェルズング族の章）。我が国民の  
心を撮も深く打つ少女，それはミニヨン。彼女はやはり双子の兄妹の子である。ねっ！   
国家の立場。生殖は同性愛では困る…‥・。しかし異性愛の人びとに，子づくりが義務付  
けられているわけではない。   









のファウストでない場合。   
いずれにせよ彼は絶えず病気がちである。そして彼は……単なる機械装置ではない。単  
なる騒音，無駄でとりとめのないおしゃべりでもない。－そんなものではなく，彼はた  
ぶん希望に満ちた若者，仲間だった。   
そうだろう。思うに兄がこの『妹』を番いた。（今，彼は墓の申で成長を遂げているこ  
とを願おう ＝  
Ⅵ．   
演出家ベルトルト ・フィアテルは多くの障害と格闘した。これについて－やはり幕のと  
ころに油を注すべきだ。始終キーキー音が鳴っていた。   
スピード。抑揚のないところはフィアテル流（最初のぶつかり合う音だけは特別）。脈  








胆さは彼女にはなかった。とは言え．そんなことよりも……。   
そんなことよりも，彼女には並々ならぬ長所がある。最初，彼女の中に隠れている運命  
が．のし掛かり圧迫するような何かを持ち込んでくる。彼女の不安そうな声音。若い娘の  
】31－   



































この点をムージルは冷静に意識している。自身の不満表明にまつわる合理性への意識である。   
イーダ・ローラントへのムージルの賛辞については，ニつのことを指摘できる。個人的な関  
係が批評に影響している可能性と台本の出来の悪さが殊更に強調されている点とである。前者  
－32一   














ジルの批評に反映していると考えることができる。   
ケルはそうしたようには書かない。その文章の調子は，同じ例を挙げるが，ドリェーへの批  
評と変わらず，それゆえにその批評はムージルのそれに比べてずっと公平で冷静な印象を与え  
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